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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和1年10月31日(2019.10.31)

【公開番号】特開2019-26040(P2019-26040A)
【公開日】平成31年2月21日(2019.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2019-007
【出願番号】特願2017-146621(P2017-146621)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   3/06     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   3/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  46/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ    3/06     　　　Ｄ
   Ｂ６０Ｈ    3/06     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６２６Ｂ
   Ｂ６０Ｈ    3/00     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｄ   46/44     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月18日(2019.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される空調装置（１０）であって、
　前記車両の車室内に吹き出される空気の温度調整を行う空調部（２６０）と、
　前記空調部に供給される空気を前記車両の外部から導入するための外気導入部（２２０
）と、
　前記空調部に供給される空気を前記車室内から導入するための内気導入部（２１０）と
、
　前記外気導入部及び前記内気導入部のそれぞれから導入される空気の量を調整する内外
気調整部（２３０）と、
　前記空調部に供給される空気から粒子を除去するフィルタ（２４０）と、
　前記フィルタ及び前記空調部を通るように空気を送り出すブロア（２５０）と、
　前記内外気調整部及び前記ブロアのそれぞれの動作を制御する制御部（１２０）と、を
備え、
　前記制御部は、
　前記フィルタを通過する空気の流量を増加させる制御、である粒子低減制御を実行して
いるときに、前記外気導入部から導入される空気の流量を調整するように構成されており
、
　前記車室内の空気における粒子濃度を検知する濃度検知部（２９１）を更に備え、
　前記制御部は、前記粒子濃度が高いときには、前記ブロアの回転数を増加させる制御、
である回転数増加制御を実行し、
　前記制御部は、前記回転数増加制御の実行中における前記粒子濃度の低下率、が所定値
よりも低い場合には、前記ブロアの回転数を更に増加させる空調装置。
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【請求項２】
　前記粒子低減制御の実行中において、前記制御部は、
　前記粒子濃度が高いときには、前記外気導入部から導入される空気の流量を低減させる
、請求項１に記載の空調装置。
【請求項３】
　前記車両に設けられた窓における曇りの生じやすさを示す曇り指標、を判定する曇り判
定部（１１０）を更に備え、
　前記粒子低減制御の実行中において、前記制御部は、
　前記曇り指標が大きいときには、前記外気導入部から導入される空気の流量を増加させ
る、請求項１に記載の空調装置。
【請求項４】
　前記曇り判定部は、前記車室内における湿度を前記曇り指標として用いる、請求項３に
記載の空調装置。
【請求項５】
　前記粒子低減制御の実行中において、前記制御部は、
　初回における前記回転数増加制御の実行時には、前記ブロアの回転数を第１回転数とし
、
　２回目以降における前記回転数増加制御の実行時には、前記ブロアの回転数を、前記第
１回転数よりも小さな第２回転数とする、請求項１に記載の空調装置。
【請求項６】
　車両に搭載される空調装置（１０）であって、
　前記車両の車室内に吹き出される空気の温度調整を行う空調部（２６０）と、
　前記空調部に供給される空気を前記車両の外部から導入するための外気導入部（２２０
）と、
　前記空調部に供給される空気を前記車室内から導入するための内気導入部（２１０）と
、
　前記外気導入部及び前記内気導入部のそれぞれから導入される空気の量を調整する内外
気調整部（２３０）と、
　前記空調部に供給される空気から粒子を除去するフィルタ（２４０）と、
　前記フィルタ及び前記空調部を通るように空気を送り出すブロア（２５０）と、
　前記内外気調整部及び前記ブロアのそれぞれの動作を制御する制御部（１２０）と、を
備え、
　前記制御部は、
　前記フィルタを通過する空気の流量を増加させる制御、である粒子低減制御を実行して
いるときに、前記外気導入部から導入される空気の流量を調整するように構成されており
、
　前記車室内の空気における粒子濃度を検知する濃度検知部（２９１）を更に備え、
　前記制御部は、
　前記粒子低減制御が開始されてから所定期間が経過しても、前記粒子濃度が所定の閾値
を下回らない場合には、前記外気導入部から導入される空気の流量が最大となるように前
記内外気調整部を制御する空調装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記粒子濃度が所定の上限値を超えている場合には、前記外気導入部から導入される空
気の流量が最大となるように前記内外気調整部を制御する、請求項１に記載の空調装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００８】
　本開示に係る空調装置は、車両に搭載される空調装置（１０）であって、車両の車室内
に吹き出される空気の温度調整を行う空調部（２６０）と、空調部に供給される空気を車
両の外部から導入するための外気導入部（２２０）と、空調部に供給される空気を車室内
から導入するための内気導入部（２１０）と、外気導入部及び内気導入部のそれぞれから
導入される空気の量を調整する内外気調整部（２３０）と、空調部に供給される空気から
粒子を除去するフィルタ（２４０）と、フィルタ及び空調部を通るように空気を送り出す
ブロア（２５０）と、内外気調整部及びブロアのそれぞれの動作を制御する制御部（１２
０）と、を備える。制御部は、フィルタを通過する空気の流量を増加させる制御、である
粒子低減制御を実行しているときに、外気導入部から導入される空気の流量を調整するよ
うに構成されている。この空調装置は、車室内の空気における粒子濃度を検知する濃度検
知部（２９１）を更に備える。制御部は、粒子濃度が高いときには、ブロアの回転数を増
加させる制御、である回転数増加制御を実行する。制御部は、回転数増加制御の実行中に
おける粒子濃度の低下率、が所定値よりも低い場合には、ブロアの回転数を更に増加させ
る。
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